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言
葉
や
動
作
な
ど
、子
ど
も
の
発
達
や
気
に
な
る
癖
、子
育
て

の
悩
み
な
ど
の
相
談
に
公
認
心
理
師
、作
業
療
法
士
、言
語
聴
覚

士
が
応
じ
ま
す
。
歩
行
や
お
座
り
な
ど
体
の
相
談
に
は
理
学
療

法
士
が
応
じ
ま
す
時
８
時
30
分
～
17
時
15
分
対
未
就
学
児
申
予

約
制
。
電
話
ま
た
は
直
接
こ
ど
も
育
成
課
へ

　
就
学
先
の
相
談
や
入
学
後
の
支
援
な
ど
の
相
談
に
指
導
主
事

が
応
じ
ま
す
。
在
学
中
の
お
子
さ
ん
は
、担
任
ま
た
は
相
談
担
当

の
教
職
員
を
通
し
て
各
小
・
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
相
談
が
で
き
ま
す
。
相
談
日
時
は
学
校
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

時
８
時
30
分
～
17
時
15
分
対
就
学
前
～
20
歳
の
方
申
就
学
相
談

は
予
約
制
。
電
話
ま
た
は
直
接
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　
わ
か
ば
学
園
で
は
、子
ど
も
た
ち
の「
で
き
る
こ
と
」を
一

つ
で
も
多
く
見
つ
け
、「
で
き
る
力
」「
育
つ
力
」を
引
き
出
す

療
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
も
っ
と
や
り
た
い
」と
楽
し
む
子

ど
も
の
様
子
や
保
護
者
の
安
心
し
た
顔
を
見
た
と
き
は
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
発
達
障
が
い
は
生
ま
れ
な
が
ら
の
特
性
で

す
。
大
切
な
こ
と
は
お
子
さ
ん
の
ペ
ー
ス
や
興
味
・
関
心
に
合

わ
せ
る
こ
と
、悩
み
を
家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま
な
い
こ
と
で

す
。
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
人
は
必
ず
い
ま
す
。
市
の
相
談
窓

口
だ
け
で
な
く
、ま
ず
は
周
囲
の
方
に
悩
み
を
伝
え
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま
な
い
で

わ
か
ば
学
園　

山
田
佳
子
園
長

　
年
齢
や
相
談
内
容
に
応
じ
た
窓
口
や
手
続
き
を
、社
会
福
祉
主

事（
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
）な
ど
が
案
内
し
ま
す
時（
月
）～（
金
）８

時
30
分
～
17
時
15
分
対
発
達
や
成
長
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ
と

が
あ
る
方
申
予
約
不
要
。
電
話
ま
た
は
直
接
障
が
い
福
祉
課
へ

　
発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も
に
、日
常
生
活
に
必
要
な
ス
キ
ル
獲

得
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。
子
ど
も
の
発
達
の
ほ
か
、家
庭

生
活
や
保
護
者
の
心
配
ご
と
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
時
８
時
30

分
～
17
時
30
分
対
１
歳
～
小
学
校
６
年
生
と
保
護
者
申
療
育
相

談
は
要
予
約
。
電
話
ま
た
は
直
接
わ
か
ば
学
園
へ

親
と
子
の
相
談
支
援
室

親
と
子
の
相
談
支
援
室（
こ
ど
も
育
成
課
内
）

（
こ
ど
も
育
成
課
内
）

☎（
２
３
５
）７
８
８
５

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー（
教
育
支
援
課
内
）

（
教
育
支
援
課
内
）

☎（
２
３
４
）８
７
６
４

障
が
い
福
祉
課

障
が
い
福
祉
課�

☎（
２
３
５
）４
８
１
３

わ
か
ば
学
園

わ
か
ば
学
園��

☎（
２
３
５
）２
７
０
３

◦
誕
生

◦
４
か
月
児
健
康
診
査

◦
８
か
月
児
健
康
診
査

◦
小
学
校
入
学

◦
身
体
測
定

◦
学
力
測
定

◦
個
人
面
談

◦
３
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

◦
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

◦
２
歳
児
歯
科
健
康
診
査

◦
幼
稚
園
入
園

◦
小
学
校
入
学
準
備

発
達
や
成
長
に
応
じ
た
市
の
相
談
窓
口

　
市
に
は
年
齢
に
応
じ
た
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。
気
軽
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

発
達
の
度
合
い
が
分
か
る
タ
イ
ミ
ン
グ
の
例

相
談
窓
口

わかば学園を利用する
保護者に聞きました

012345678910

AAさんさん�
「今しかできない関わりを大切に」
　私の子どもは集団指示が通らず、過
集中です。他の子ができることがなぜ
できないのかと思うこともありました
が、できないことばかりに目を向けな
いようにしています。子どもは必ず成
長しますが、新たな課題が見つかるこ
ともあります。わかば学園には成長過
程を見てくれる人がたくさんいて、そ
れを共有できます。子どもと今しかで
きない関わりを大切にしたいです。

BBさんさん�
「〝療育〟との出会いが自信に」
　私の子どもは確実性を求め、不安感
が強い特性があります。子育ては悩み
の連続ですが、子どもが何に困ってい
るかを考えるようになってからは、向
き合う子育てを目指し前向きになれま
した。子どもの自立を支援してくれる

〝療育〟を通して子どもの成長が見ら
れたときは、自信になりました。周囲
の人を頼ったり相談したりしながら、
子育てを楽しんでいます。

CCさんさん�
「のんびりと、前向きに」
　子どもは勝ち負けなどのこだわりが
強く、急な予定変更が苦手です。言い
たいことが伝わらず、戸惑った時期も
ありましたが、子どもも年々成長して
います。今でも大変なことはあります
が、頑張っている様子を見たり、聞い
たりすると、うれしくなります。過保
護にならないようにしながら、のんび
りと接するようにしています。

DDさんさん�
「適した接し方を〝療育〟から」
　子どもは肢体不自由で発達が遅く、
障がいと診断されたときは、頭で分
かっていても受け入れるまでに時間が
かかりました。市の施設には重度の障
がいの子が利用できるものはないと
思っていました。もっと早く利用すれ
ば良かったと思います。適した接し方
は一人一人違い、それを探ることがで
きるのが〝療育〟だと思います。

親と子の相談支援室（こども育成課内）

教育支援センター（教育支援課内）

障がい福祉課

わかば学園

年
齢

極端に不器用
お座り、
ハイハイが
できない

授業について
いけない

しゃべりだしが
遅い

字の習得が遅く
ひらがなが書けない


